
金
滞
吉
原
志
巻
叶
一

除
程
乗
参
り
候
。
物
見
申
儀
一
回
無
v
之
、
度
々
色
々
の
品
御
見
せ
被
v

遊
慮
、
野
村
興
三
兵
衛
杯
徐
り
む
ご
き
事
也
、
御
無
用
可
・
被
v
遊
と

申
。
新
戸
御
鹿
狩
の
節
、
此
御
馬
に
被
v
第
v
召
、
弓
に
て
猪
を
射
給
ふ

底
、
血
出
候
を
見
‘
以
の
外
長
聴
き
.
又
薮
中
よ
り
猪
出
で
け
る
に

又
驚
き
、
共
以
後
は
犬
の
出
る
も
木
の
葉
の
落
る
に
も
驚
き
た
り

と
。
叉
先
年
南
部
大
勝
大
夫
殿
よ
り
参
り
け
る
御
馬
、
茜
御
秘
磁
被
v

成
、
新
髄
与
御
付
被
v

成
、
儀
程
は
や
き
御
馬
也
。
但
し
笠
を
ば
以
之

外
い
や
が
り
、
金
津
南
の
馬
場
に
て
被
v
召
、
蓮
池
の
方
よ
り
被
v
徳
島
入

慮
、
き
れ

τ土
手
へ
打
つ
け
候
事
も
有
り
し
。
或
時
小
雨
降
候
時
分
.

御
手
笠
に
て
御
厩
へ
被
v
鴛
v
入
、
御
馬
共
に
笠
震
-
福
一
見
一
新
龍
に
も
ひ

た
と
御
見
せ
被
v
成
。
殊
の
外
い
や
が
り
.
か
ら
鼻
を
ふ
き
.
尻
込
い

た
し
、
御
既
よ
り
外
へ
御
出
辞
成
庭
、
御
仲
間
走
り
出
、
新
龍
御
馬

治
ち
候
由
申
上
。
茜
不
審
に
被
ι
思
召
-
皆
御
意
有
v
之
と
。
叉
先
年
捜

山
と
云
ふ
御
馬
を
金
子
百
爾
に
被
=
召
上
吋
岡
崎
形
・
供
前
・
頭
持
・
地
道

飛
・
尾
髪
惣
て
勝
れ
た
る
能
き
馬
に
て
、
諸
事
揃
ひ
た
る
と

τ‘
棲
山

と
御
附
被
v
遊
侠
。
百
雨
と
申
馬
代
は
、
前
後
今
之
世
に
も
舎

τ無
v

之
、
随
分
宜
き
馬
ゆ
ゑ
右
之
遇
也
。
但
し
飴
り
よ
く
っ
く
り
申
故
、

供
に
強
く
蛍
り
候
哉
、
一
雨
年
之
内
に
供
足
を
痛
め
.
さ
ま
ん
¥
療

り
出
づ
と
、
和
訓
束
に
い
へ
り
。
又
源
卒
盛
衰
記
K
.
我
が
朝
の
名

馬
は
三
日
月
・
和
琴
・
鳥
形
・
浦
々
・
荒
磯
・
笠
月
・
宮
披
・
大
甘
子
・
小
甘

子
・
友
引
・
小
鼻
な
ん
ど
た
り
と
あ
り
。
宥
等
の
駿
馬
共
は
、
何
れ
の

御
世
頃
た
ら
ん
か
。
姓
氏
鎌
額
岡
部
河
悶
惑
の
僚
に
、
允
恭
天
皇
御

世
獄
U

額
回
馬
吋
天
皇
勅

e

此
馬
額
如
畠
田
町
石
川
賜
且
姓
額
田
部
連
刊
と
い

ひ
‘
ま
た
額
岡
部
湯
坐
速
の
僚
に
.
尤
恭
天
皇
御
世
。
被
通
a
麓
康
国
吋

平
a
隼
人
吋
復
奏
之
日
獄
昌
御
馬
二
島
額
有
昌
町
形
廻
毛
ご
天
皇
予
之
.

賜
a
姓
額
岡
部
-
也
。
と
い
へ
る
事
見
b
た
り
。
駿
馬
の
事
は
是
等
を
ぽ

起
源
と
ι
な
す
べ
き
た
り
。

。
馬
恥
一
剛
一
醗
拍

gm邸一跡

萄
審
中
は
、
馬
乗
の
諸
士
及
び
馬
融
商
a

博
努
左

E
・
多
分
間
助
馬
場
の

活
越
に
於
て
邸
地
を
賜
は
り
、
ま
た
大
身
の
藩
士
召
抱
の
馬
乗
・
馬

皆
或
は
浪
人
博
努
・
町
博
勢
な
ど
も
‘
多
分
愛
に
居
住
せ
り
。
是
い
に

し
へ
と
L
K
馬
市
を
立
て
、
ま
た
馬
術
稽
古
の
諾
士
も
多
分
開
助
馬

揚
へ
出
づ
る
故
怠
る
ぺ
し
と
い
へ
り
。
馬
飛
の
士
は
寛
永
四
年
の
士

般
に
.

御
馬
乗
衆

一
、
二
百
五
拾
石

宮
北
覇
市
右
衛
門

金
滞
古
蹟
志
巻
骨

一
六

治
被
=
仰
付
-
と
い
へ

E
も
不
』
宜
。
其
時
分
三
浦
勘
左
衛
門
別
け
て
馬
一

功
者
故
、
甚
左
衛
門
預
り
一
一
療
治
仕
見
度
と
の
事
に
て
、
則
御
預
け

被
v
成
底
、
少
々
宜
方
に
成
り
、
町
衆
に
出
る
底
、
足
を
折
り
倒
れ
た

り
。
畢
覚
種
馬
に
被
v
遜
由
御
意
也
。
と
あ
り
。
ま
た
高
倉
昌
典
自
記

抜
翠
・
に
、
黒
涯
毛
の
御
馬
足
も
は
や
く
、
御
秘
磁
に

τ、
岩
波
と
稀

せ
ら
る
。
古
今
集
賞
之
が
歌
に
。

吉
野
川
岩
波
高
く
行
〈
水
の

は
や
く
も
人
を
恩
ひ
そ
め

τし

と
有
る
に
因
り
て
、
烏
丸
光
成
卿
馬
の
名
と
せ
ら
れ
し
を
御
採
用
あ

り
し
と
也
。

右
貞
享
二
年
五
月
と
七
月
の
聞
に
戟
せ
ら
れ
け
る
よ
し
見
ね
た
り
。

此
の
外
に
も
駿
馬
等
の
事
彼
是
あ
り
し
か
ど
‘
愛
に
略
す
。
訟
も
ふ

に
馬
に
名
を
付
る
事
は
‘
何
れ
の
世
よ
り
初
り
け
ん
。
古
事
談
に
、

宇
治
殿
わ
か
く
座
し
け
る
時
、
花
形
と
い
ふ
揚
馬
を
奉
り
け
る
云
々
。

と
い
ふ
乙
と
見
b
た
り
。
源
平
盛
衰
記
に
、
い
け
づ
き
は
陸
奥
園
七

戸
立
の
馬
に

τ、
馬
を
も
人
を
も
食
ひ
け
れ
ば
生
峻
と
名
づ
け
た
り

と
見
h
、
文
瞬
間
鎧
は
頼
朝
の
召
置
か
れ
た
る
名
馬
に
て
、
梶
原
景

季
に
賜
へ
り
。
黒
き
馬
危
り
し
に
や
。
此
の
馬
は
世
停
に
隠
岐
闘
よ

一

、

ニ

石

一
、
百
五
拾
石石

百

高
桑
七
右
衛
門

金

子

右

馬

允

矢
岡
小
左
衛
門

石

峰

晩

平

・

之

助

'

て

百

五

拾

石

桑

嶋

内

之

丞

一

、

五

拾

石

金

子

十

郎

左

術

門

一

、

五

拾

石

金

子

大

事

以
上
八
人
也
。
ま
た
寛
文
十
一
年
の
士
艇
に
は
左
の
七
人
あ
り
。

小
終
組

厩
方
組

一
、
百

一
、
百
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